
2018年 3月 26日 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

原子炉建屋からの追加的放出量の評価結果（２０１８年２月） 

 

【評価結果】 

 ２０１８年２月における１～４号機原子炉建屋からの追加的放出量を評価した結果，2.4×105 （Bq/時）未

満であり，放出管理の目標値（1.0×107Bq/時）を下回っていることを確認した。 

 本放出における敷地境界の空気中放射性物質濃度は，Cs-134：8.4×10-12（Bq/cm3），Cs-137：

6.1×10-11（Bq/cm3）であり，当該値が 1 年間継続した場合，敷地境界における被ばく線量は，年間  

０．０００６９ｍSv未満となる。 

参考：核原料物質又は核燃料物質の製錬の事業に関する規則等の規定に基づく線量限度等を定める告示 

周辺監視区域外の空気中の濃度限度･･･Cs-134：２×10-5（Bq/cm3），Cs-137：３×10-5（Bq/cm3） 
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【評価手法】 

 １～４号機原子炉建屋からの放出量（セシウム）を，原子炉建屋上部等の空気中放射性物質濃度（ダスト濃

度），連続ダストモニタ及び気象データ等の値を基に評価を実施。（詳細な評価手法については別紙参照） 

 希ガスについては，格納容器ガス管理設備における分析結果から放出量を評価しているが，放出されるガン

マ線実効エネルギーがセシウムに比べて小さく，被ばく経路も放射性雲の通過による外部被ばくのみとなる

ため，これによる被ばく線量は，セシウムによる被ばく線量に比べて小さいと評価している。 

 

 

 

放出管理の目標値： １．０×１０７（Bq／時） 

端数処理の都合上，合計が一致しない場合があります。 

 



【各号機における放出量の推移】 
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２号機 原子炉建屋，PCVガス管理システムからの放出量推移
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３号機 原子炉建屋，PCVガス管理システムからの放出量推移
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４号機 燃料取り出し用カバーからの放出量推移
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１号機 原子炉建屋，PCVガス管理システムからの放出量推移

 

《評価》 

    １、２、４号機については、1 月とほぼ同程度の放出量であった。３号機については、１月と比較して、機器ハ

ッチの月一回の空気中放射性物質濃度の測定値が上がったため、放出量が増加した。 



東京電力ホールディングス株式会社

1～4号機原子炉建屋からの
追加的放出量評価結果 2018年2月評価分
（詳細データ）

別紙

単位：Bq/時

原子炉建屋上部 PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ Cs-134,Cs-137合計値

Cs-134 Cs-137 Cs-134 Cs-137 希ガス Cs-134 Cs-137 合計

1号機 1.6E2未満 1.7E2未満 2.2E1未満 1.8E1未満 2.0E7 1.8E2未満 1.9E2未満 3.6E2未満

2号機 1.4E4未満 9.7E4未満 5.2E1未満 4.4E1未満 6.6E8 1.4E4未満 9.7E4未満 1.1E5未満

3号機 1.3E4未満 1.1E5 2.1E1未満 1.9E1未満 8.9E8 1.3E4未満 1.1E5未満 1.2E5未満

4号機 1.5E3未満 1.1E3未満 － － － 1.5E3未満 1.1E3未満 2.6E3未満

合計 － 2.8E4未満 2.1E5未満 2.4E5未満

1

1. 放出量評価について

放出量評価値（1月評価分）

端数処理の都合上，合計が一致しない場合があります。

放出量評価値（2月評価分）

単位：Bq/時

原子炉建屋上部 PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ Cs-134,Cs-137合計値

Cs-134 Cs-137 Cs-134 Cs-137 希ガス Cs-134 Cs-137 合計

1号機 2.2E2未満 3.3E2未満 2.8E1未満 2.6E1未満 2.0E7 2.5E2未満 3.5E2未満 6.0E2未満

2号機 2.5E4未満 1.0E5未満 4.5E1未満 4.4E1未満 7.0E8 2.5E4未満 1.0E5未満 1.3E5未満

3号機 5.5E2未満 1.7E3 2.3E1未満 1.9E1未満 9.4E8 5.8E2未満 1.7E3未満 2.3E3未満

4号機 1.6E3未満 9.4E2未満 － － － 1.6E3未満 9.4E2未満 2.5E3未満

合計 － 2.8E4未満 1.1E5未満 1.3E5未満
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2.1 １号機の放出量評価

4. 放出量評価
原子炉直上部+建屋隙間(Cs-134) ＝ 4.1E-6 × 2.7E-2 × 1.7E2 ×1E6 + 4.1E-6 ×2.8E-2 × 1.2E3 ×1E6 ＝ 1.6E2Bq/時未満
原子炉直上部+建屋隙間(Cs-137) ＝ 4.1E-6 × 7.9E-2 × 1.7E2 ×1E6 + 4.1E-6 ×2.2E-2 × 1.2E3 ×1E6 ＝ 1.7E2Bq/時未満
PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ(Cs-134) ＝ 1.8E1 ×5.6E-8 × 2.2E1 × 1E6  ＝ 2.2E1Bq/時未満
PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ(Cs-137) ＝ 1.8E1 ×4.7E-8 × 2.2E1 × 1E6  ＝ 1.8E1Bq/時未満
PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ(Kr) ＝ 9.2E-1×2.2E1 × 1E6  ＝ 2.0E7Bq/時
PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ(Kr被ばく線量) ＝ 2.0E7 ×24 ×365 ×2.5E-19 ×0.0022 /0.5 ×1E3 ＝ 1.9E-7mSv/年

1. 原子炉直上部

採取日 核種
原子炉

ウェル上部
北側

①原子炉
ウェル上部

北西側

原子炉
ウェル上部

南側

2/5
Cs-134 ND(1.1E-7) ND(9.7E-8) ND(1.2E-7)
Cs-137 ND(9.9E-8) 2.8E-7 2.3E-7

（１）ﾀﾞｽﾄ測定結果とﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値（単位Bq/cm3）

（２）月間漏洩率評価 : 1.7E2m3/h
(2018.2.1現在の崩壊熱より蒸気発生量(4.6E-2m3/s)を評価)

2. 建屋隙間

採取日 核種 ①機器ﾊｯﾁ

2/5
Cs-134 ND(1.2E-7)
Cs-137 ND(9.8E-8)

（１）ﾀﾞｽﾄ測定結果とﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値（単位Bq/cm3）

（２）月間漏洩率評価 :1.2E3m3/h

②ﾀﾞｽﾄ採取期間 月間平均 相対比 ①/②

ﾀﾞｽﾄ

ﾓﾆﾀ値
4.4E-6 4.1E-6

Cs-134 2.8E-2

Cs-137 2.2E-2

②ﾀﾞｽﾄ採取期間 月間平均 相対比 ①/②

ﾀﾞｽﾄ

ﾓﾆﾀ値
3.6E-6 4.1E-6

Cs-134 2.7E-2

Cs-137 7.9E-2

3. PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ

採取日 核種 ①PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ出口

2/5
Cs-134 ND(1.0E-6)
Cs-137 ND(8.4E-7)

核種
PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ出口

月間平均値(Bq/cm3)

Kr-85 9.2E-1

（１）ﾀﾞｽﾄ測定結果とﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値（単位Bq/cm3）

②ﾀﾞｽﾄ採取期間
(cps)

月間平均
(cps)

相対比 ①/②

ﾀﾞｽﾄ

ﾓﾆﾀ値
1.8E1 1.8E1

Cs-134 5.6E-8

Cs-137 4.7E-8

（２）月間平均流量結果 : 2.2E1m3/h

端数処理の都合上，合計が一致しない場合があります。

月間平均値が一番高い箇所の
ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀの値を採用

原子炉建屋

ﾌｨﾙﾀｰ
出口

■ﾀﾞｽﾄ測定箇所 ▲ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ ■ﾌｨﾙﾀｰ

１号機原子炉建屋の開口部のｲﾒｰｼﾞ

■

■

■ ■

3.PCVｶﾞｽ管理
ｼｽﾃﾑ

２．機器ﾊｯﾁ

■

■

１．原子炉直上部
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2.2 ２号機の放出量評価

（２）月間排気設備流量 : 1.0E4m3/h

1. 排気設備
（１）ﾀﾞｽﾄ測定結果とﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値（単位Bq/cm3）

採取日 核種 ①排気設備出口

2/2
Cs-134 ND（1.3E-7)

Cs-137 ND(1.1E-7)

（２）月間漏洩率評価 : 1.4E4m3/h

3. PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ

採取日 核種
①PCVｶﾞｽ管理

ｼｽﾃﾑ出口

2/2
Cs-134 ND(1.3E-6)
Cs-137 ND(1.1E-6)

核種
PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ出口

月間平均値(Bq/cm3)

Kr-85 4.2E1

（１）ﾀﾞｽﾄ測定結果とﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値（単位Bq/cm3）

②ﾀﾞｽﾄ採取期間 月間平均 相対比 ①/②

ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値 9.2E-7 2.4E-6
Cs-134 1.4E0
Cs-137 1.2E0

②ﾀﾞｽﾄ採取期間 月間平均 相対比 ①/②

ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値 2.2E-7 3.2E-7
Cs-134 5.8E-1
Cs-137 4.9E-1

4. 放出量評価
排気設備出口+ﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙの隙間(Cs-134) ＝3.2E-7 ×5.8E-1  ×1.0E4 × 1E6 + 8.7E-7 × 1.4E4 ×1E6 ＝ 1.4E4Bq/時未満
排気設備出口+ﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙの隙間(Cs-137) ＝3.2E-7 ×4.9E-1  ×1.0E4 × 1E6 + 6.8E-6 × 1.4E4 ×1E6 ＝ 9.7E4Bq/時未満
PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ(Cs-134) ＝ 2.4E-6 ×1.4E0 × 1.6E1 × 1E6 ＝ 5.2E1Bq/時未満
PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ(Cs-137) ＝ 2.4E-6 ×1.2E0 × 1.6E1 × 1E6 ＝ 4.4E1Bq/時未満
PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ(Kr) ＝ 4.2E1 ×1.6E1 × 1E6 ＝ 6.6E8Bq/時
PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ(Kr被ばく線量) ＝ 6.6E8 ×24 ×365 ×2.4E-19 ×0.0022 /0.5 ×1E3 ＝ 6.1E-6mSv/年

採取日 核種 排気設備入口

2/2
Cs-134 8.7E-7

Cs-137 6.8E-6

2.ﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙの隙間
（１）ﾀﾞｽﾄ測定結果（単位Bq/cm3）

（２）月間平均流量結果 : 1.6E1m3/h

端数処理の都合上，合計が一致しない場合があります。

原子炉建屋

3.PCVｶﾞｽ管理
ｼｽﾃﾑ

1.排気設備

2.ﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙの隙間

ﾌｨﾙﾀｰ
入口

ﾌｨﾙﾀｰ
出口

■ﾀﾞｽﾄ測定箇所 ▲ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ ■ﾌｨﾙﾀｰ

ﾌｨﾙﾀｰ
出口

２号機原子炉建屋の開口部のｲﾒｰｼﾞ
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2.3 ３号機の放出量評価

1. 原子炉直上部

4. 放出量評価
原子炉直上部+機器ﾊｯﾁ(Cs-134) ＝3.8E-6 × 3.2E-2 × 2.0E2 ×1E6 + 2.8E-6 × 1.4E0 × 3.1E3 ×1E6 ＝ 1.3E4Bq/時未満
原子炉直上部+機器ﾊｯﾁ(Cs-137) ＝3.8E-6 × 3.5E-1 × 2.0E2 ×1E6 + 2.8E-6 × 1.2E1 × 3.1E3 ×1E6 ＝ 1.1E5Bq/時
PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ(Cs-134) ＝1.9E-5 ×6.0E-2 × 1.8E1 × 1E6 ＝ 2.1E1Bq/時未満
PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ(Cs-137) ＝1.9E-5 ×5.5E-2 × 1.8E1 × 1E6 ＝ 1.9E1Bq/時未満
PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ(Kr) ＝5.0E1  × 1.8E1 × 1E6 ＝ 8.9E8Bq/時
PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ(Kr被ばく線量) ＝8.9E8 ×24 ×365 ×3.0E-19 ×0.0022 /0.5 ×1E3 ＝ 1.0E-5mSv/年

採取日 核種 ①南

2/13
Cs-134 ND(1.1E-7)
Cs-137 1.2E-6

（１）ﾀﾞｽﾄ測定結果とﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値（単位Bq/cm3）

（２）月間漏洩率評価 : 2.0E2m3/h
(2018.2.1現在の崩壊熱より蒸気発生量(5.5E-2m3/s)を評価)

2. 機器ハッチ

採取日 核種 ①機器ﾊｯﾁ

2/13
Cs-134 2.2E-6
Cs-137 1.9E-5

（１）ﾀﾞｽﾄ測定結果とﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値（単位Bq/cm3）

（２）月間漏洩率評価 : 3.1E3m3/h

3. PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ

採取日 核種 ①PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ出口

2/13
Cs-134 ND(1.2E-6)
Cs-137 ND(1.1E-6)

核種
PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ出口

月間平均値(Bq/cm3)

Kr-85 5.0E1

（１）ﾀﾞｽﾄ測定結果とﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値（単位Bq/cm3）

②ﾀﾞｽﾄ採取期間 月間平均 相対比 ①/②

ﾀﾞｽﾄ

ﾓﾆﾀ値
2.0E-5 1.9E-5

Cs-134 6.0E-2

Cs-137 5.5E-2

②ﾀﾞｽﾄ採取期間 月間平均 相対比 ①/②

ﾀﾞｽﾄ

ﾓﾆﾀ値
1.5E-6 2.8E-6

Cs-134 1.4E0

Cs-137 1.2E1

②ﾀﾞｽﾄ採取期間 月間平均 相対比 ①/②

ﾀﾞｽﾄ

ﾓﾆﾀ値
3.4E-6 3.8E-6

Cs-134 3.2E-2

Cs-137 3.5E-1

（２）月間平均流量結果 : 1.8E1m3/h

端数処理の都合上，合計が一致しない場合があります。

月間平均値が一番高い箇所の
ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀの値を採用

原子炉建屋

2.機器ﾊｯﾁ ﾌｨﾙﾀｰ
出口

3.PCVｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ

■ﾀﾞｽﾄ測定箇所 ▲ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ ■ﾌｨﾙﾀｰ

３号機原子炉建屋の開口部のｲﾒｰｼﾞ

1.原子炉直上部

2/26に再サンプリングを実施。
Cs-134 ND(1.0E-7)
Cs-137 7.3E-7
評価上は2/13のデータを適用
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2.4 ４号機の放出量評価

3. 放出量評価
燃料取出し用ｶﾊﾞｰ隙間+燃料取出し用ｶﾊﾞｰ排気設備(Cs-134)  

＝ 3.4E-7×4.8E-1×4.6E3 ×1E6 + 3.5E-7×4.0E-2 ×5.0E4 ×1E6＝ 1.5E3Bq/時未満
燃料取出し用ｶﾊﾞｰ隙間+燃料取出し用ｶﾊﾞｰ排気設備(Cs-137)

＝ 3.4E-7×3.4E-1×4.6E3 ×1E6 + 3.5E-7×3.3E-2 ×5.0E4 ×1E6＝ 1.1E3Bq/時未満

1. 燃料取出し用ｶﾊﾞｰ隙間

採取日 核種 SFP近傍
①ﾁｪﾝｼﾞﾝｸﾞ

ﾌﾟﾚｲｽ近傍
ｶﾊﾞｰ上部

2/9
Cs-134 ND(1.1E-7) ND(1.4E-7) ND(1.1E-7)
Cs-137 ND(1.0E-7) ND(9.9E-8) ND(9.8E-8)

（１）ﾀﾞｽﾄ測定結果とﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値（単位Bq/cm3）

（２）月間漏洩率評価 : 4.6E3m3/h

（２）月間排気設備流量 : 5.0E4m3/h

2. 燃料取出し用ｶﾊﾞｰ排気設備
（１）ﾀﾞｽﾄ測定結果とﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値（単位Bq/cm3）

採取日 核種 ①排気設備出口

2/9
Cs-134 ND(1.2E-8)

Cs-137 ND(9.9E-9)

原子炉建屋
2. 燃料取出し用ｶﾊﾞｰ排気設備

1.燃料取出し用
ｶﾊﾞｰ隙間

ﾀﾞｽﾄ採取ﾗｲﾝ
（3ヶ所）

ﾌｨﾙﾀｰ
入口

ﾌｨﾙﾀｰ
出口

■ﾀﾞｽﾄ測定箇所 ▲ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ ■ﾌｨﾙﾀｰ

４号機原子炉建屋の開口部のｲﾒｰｼﾞﾀﾞｽﾄ測定結果及び相対比より、放出量が最大となる箇所を採用

②ﾀﾞｽﾄ採取期間 月間平均 相対比 ①/②

ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値 3.0E-7 3.5E-7
Cs-134 4.0E-2
Cs-137 3.3E-2

②ﾀﾞｽﾄ採取期間 月間平均 相対比 ①/②

ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀ値 2.9E-7 3.4E-7
Cs-134 4.8E-1
Cs-137 3.4E-1

端数処理の都合上，合計が一致しない場合があります。
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参考1 評価のイメージ

STEP1 月間の連続ダストモニタのトレンドを確認
※連続ダストモニタは、
全βのため被ばく評価に使用できない

STEP2 月１回の空気中放射性物質濃度測定値と連続ダストモニタの値を比較
・例 4月8日に月１回の空気中放射性物質濃度測定 ・・・①

→核種毎（Cs134.137）にデータが得られる
・同時刻の連続ダストモニタの値を確認 ・・・②
・上記２つのデータの比を評価 ・・・③

③相対比=①空気中放射性物質濃度／②ダストモニタの値

STEP3 連続性を考慮した空気中放射性物質濃度を評価
・連続ダストモニタのデータに③相対比を乗じて、

連続性を考慮した空気中放射性物質濃度を評価

• 月１回の空気中放射性物質濃度測定値と連続ダストモニタのデータから連続性を考慮した空気中放
射性物質濃度を評価

4/8

4/1 4/30

：連続ダストモニタのデータ

●：空気中放射性物質濃度測定結果
●：4月8日の連続ダストモニタデータ

①
② 相対比

③=①／②

4/1 4/304/8

：連続性を考慮した空気中放射性物質濃度
：連続ダストモニタデータ

×③
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参考2 １号機建屋の漏洩率評価

評価方法
空気漏洩量は外部風速、建屋内外圧差、隙間面積などから計算で求める。

計算例

2月28日 北北西 1.0m/s

V0：外気風速（m/s）

V1：建屋流出入風速（m/s）

V2：建屋流出入風速（m/s）

V3：建屋流出入風速（m/s）

V4：建屋流出入風速（m/s）

V5：建屋流出入風速（m/s）

V6：建屋流出入風速（m/s）

P1：上流側圧力（北風）（Pa）

P2：下流側圧力（北風）（Pa）

P3：上流側圧力（西風）（Pa）

P4：下流側圧力（西風）（Pa）

P5：上面部圧力（Pa）

P6：T/B内圧力（0Pa）

P：建屋内圧力（Pa）

S1：機器ハッチ隙間面積（m2）

S2：R/B非常用扉開口面積（m2）

S3：R/B二重扉開口面積（m2）

S4：R/B大物搬入口横扉（m2）

ρ：空気密度（kg/m3）
C1：風圧係数(北風上側)

C2：風圧係数(北風下側)

C3：風圧係数(西風上側)

C4：風圧係数(西風下側)

C5：風圧係数(上面部)

ζ：形状抵抗係数

→   →

↓

↑

↑
V0

P

原子炉建屋
（平面図）

V6(P6=0)

S3

P1
P2

P4

V3
P3

(二重扉)

P5

原子炉建屋
（立面図）

S1

V5

(機器ハッチ”開”)

(大物搬入口”閉”)

V1 V2

(非常用扉”閉”)

S2
(非常用扉”閉”)

北

S4
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参考2 １号機建屋の漏洩率評価
風速をVとすると、上流側、下流側の圧力は次のとおりとなる。

上流側（北風）：P1=C1×ρ×V0^2/(2g) ・・・（１）

下流側（北風）：P2=C2×ρ×V0^2/(2g) ・・・（２）

上流側（西風）：P3=C3×ρ×V0^2/(2g) ・・・（３）

下流側（西風）：P4=C4×ρ×V0^2/(2g) ・・・（４）

上面部　　　　 ：P5=C5×ρ×V0^2/(2g) ・・・（５）

内圧をP、隙間部の抵抗係数をζとすると

P1-P=ζ×ρ×V1^2/(2g) ・・・（６）

P-P2=ζ×ρ×V2^2/(2g) ・・・（７）

P3-P=ζ×ρ×V3^2/(2g) ・・・（８）

P-P4=ζ×ρ×V4^2/(2g) ・・・（９）

P-P5=ζ×ρ×V5^2/(2g) ・・・（10）

P6-P=ζ×ρ×V6^2/(2g) ・・・（11）

空気流出入量のマスバランス式は

(V1×S4+V3×S2+V6×S3)×3600=(V2×0+V4×0+V5×S1)×3600

左辺と右辺の差を「Y」とすると

Y＝(V1×S4+V3×S2+V6×S3)×3600-(V2×0+V4×0+V5×S1)×3600

Ｖ１，Ｖ２，Ｖ３，Ｖ４，Ｖ５，Ｖ６は（６），（７），（８），（９），（10），（11）式により、Ｐの関数なので、「Y」がゼロになるように

Ｐの値を調整する

V0 C1 C2 C3 C4 C5 ζ ρ

(m/s) (kg/m3)
1.03 0.80 -0.50 0.10 -0.50 -0.40 2.00 1.20

S1 S2 S3 S4

(m2) (m2) (m2) (m2)
25.48 0.00 0.29 0.10

P1 P2 P3 P4 P5 P6 P

(Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa)

0.051459 -0.03216 0.006432 -0.03216 -0.02573 0 -0.02572

V1 V2 V3 V4 V5 V6

(m/s) (m/s) (m/s) (m/s) (m/s) (m/s)

0.79 0.23 0.51 0.23 0.01 0.46

IN OUT IN OUT OUT IN

※ＩＮ    ：流入

 　ＯＵＴ：流出

機器ハッチ漏えい量 780 m3/h
漏洩率 780 m3/h

ＯＫ

0.00

Y

(m3/h)
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参考2 １号機建屋の漏洩率評価

週ごとの漏洩量評価（一例）

漏洩量合計

16方位毎の平均風速から漏洩率を前頁のように評価する。

2月22日 2月23日 2月24日 2月25日 2月26日 2月27日 2月28日

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

西風 0.6 1.7 273 0.7 1.7 343 1.1 4.2 506 0.7 0.8 320 0.6 1.8 303 0.7 1.0 337 0.9 2.3 413

西北西風 1.0 1.8 670 1.3 2.2 875 1.4 4.7 933 1.0 2.3 677 1.2 1.8 807 1.1 7.5 702 0.9 2.0 587

北西風 1.2 4.8 860 1.4 1.3 983 1.8 3.0 1,263 1.5 3.5 1,066 1.2 7.0 892 1.4 3.3 1,012 1.4 1.3 974

北北西風 1.3 1.5 981 1.8 0.3 1,332 1.9 2.7 1,470 1.7 2.3 1,256 1.5 2.8 1,133 1.1 0.2 837 1.0 0.7 780

北風 1.8 0.3 1,370 1.7 0.3 1,294 1.9 1.5 1,463 2.0 1.0 1,497 2.7 2.0 2,042 0.0 0.0 0 1.9 0.2 1,446

北北東風 0.0 0.0 0 0.9 0.2 685 1.6 0.3 1,180 2.9 1.3 2,169 3.6 6.2 2,758 0.0 0.0 0 2.8 2.3 2,142

北東風 2.6 2.0 1,865 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 3.0 1.0 2,109 3.8 0.7 2,699 1.8 0.2 1,287 2.7 3.2 1,930

東北東風 2.5 1.0 1,623 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 3.0 0.8 1,947 0.0 0.0 0 2.0 1.3 1,291 2.0 2.2 1,321

東風 1.8 1.0 838 0.9 0.3 423 0.0 0.0 0 2.1 0.3 987 0.0 0.0 0 1.7 0.8 789 1.4 0.8 639

東南東風 1.7 1.0 791 2.1 2.2 1,009 0.0 0.0 0 2.3 0.5 1,097 0.0 0.0 0 2.0 2.2 925 1.2 0.8 555

南東風 1.9 1.7 893 2.3 3.5 1,065 1.6 0.2 752 2.7 1.5 1,269 0.0 0.0 0 2.3 3.7 1,102 1.5 1.3 699

南南東風 2.3 1.0 1,097 2.6 1.3 1,228 3.7 1.2 1,719 3.1 2.2 1,435 0.0 0.0 0 1.2 0.5 564 0.0 0.0 0

南風 2.0 1.3 922 1.5 1.7 724 7.0 2.8 3,273 2.7 2.0 1,269 0.0 0.0 0 1.4 0.3 658 1.4 0.3 634

南南西風 1.6 0.3 752 1.2 0.5 580 6.3 0.5 2,945 2.3 1.7 1,081 0.0 0.0 0 1.1 0.3 517 1.3 1.0 627

南西風 0.7 0.2 329 1.0 0.3 446 1.6 1.0 736 0.6 0.2 282 0.0 0.0 0 0.8 0.2 376 0.9 2.7 435

西南西風 0.6 0.8 282 0.7 1.2 349 1.6 0.7 740 0.8 0.7 364 0.0 0.0 0 0.8 0.7 376 1.0 1.8 487

漏洩日量
　(m3)

19,105 14,512 30,861 27,143 34,381 18,738 22,985

評価期間 2/1 ～ 2/7 2/8 ～ 2/14 2/15 ～ 2/21 2/22 ～ 2/28 漏洩量合計(m3) 評価対象期間(h) 漏洩率(m3/h)

週間漏洩量
(m3)

834,586 672 1,242

端数処理をしているため記載の数値による計算が一致しない場合がある。

231,181 234,542 167,724201,139
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参考3 ２号機ﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙ隙間の漏洩率評価

評価方法
空気漏洩量は外部風速、建屋内外圧差、隙間面積などから計算で求める。

計算例

2月28日 北北西 1.0m/s

V0：外気風速（m/s）

V1：建屋流出入風速（m/s）

V2：建屋流出入風速（m/s）

V3：建屋流出入風速（m/s）

V4：建屋流出入風速（m/s）

V5：建屋流出入風速（m/s）

V6：排気風速（m/s）

P1：上流側圧力（北風）（Pa）

P2：下流側圧力（北風）（Pa）

P3：上流側圧力（西風）（Pa）

P4：下流側圧力（西風）（Pa）

P5：R/B内圧力（0Pa）

P：建屋内圧力（Pa）

S1：非常用扉開口面積（m2）

S2：大物搬入口開口面積（m2）

S3：BP隙間面積（m2）

S4：R/B二重扉(南北)開口面積（m2）

S5：排気ダクト面積（m2）

ρ：空気密度（kg/m3）
C1：風圧係数(北風上側)

C2：風圧係数(北風下側)

C3：風圧係数(西風上側)

C4：風圧係数(西風下側)

ζ：形状抵抗係数

↓ ↑ ↓

↑

→ →

V0

北

P

原子炉建屋

P5=0
V5

S2

S3 S4S4

V4

P1
V1

P2
V2

P4

P3

(大物搬入口”閉”)

(排気設備)

(二重扉) S5

V6

S1
(非常用扉)

V3

(二重扉)

P5=0
V5

(BP開口部)
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参考3 ２号機ﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙ隙間の漏洩率評価
風速をVとすると、上流側、下流側の圧力は次のとおりとなる。

上流側（北風）：P1=C1×ρ×V0^2/(2g) ・・・（１）

下流側（北風）：P2=C2×ρ×V0^2/(2g) ・・・（２）

上流側（西風）：P3=C3×ρ×V0^2/(2g) ・・・（３）

下流側（西風）：P4=C4×ρ×V0^2/(2g) ・・・（４）

内圧をP、隙間部の抵抗係数をζとすると

P1-P=ζ×ρ×V1^2/(2g) ・・・（５）

P-P2=ζ×ρ×V2^2/(2g) ・・・（６）

P3-P=ζ×ρ×V3^2/(2g) ・・・（７）

P-P4=ζ×ρ×V4^2/(2g) ・・・（８）

P5-P=ζ×ρ×V5^2/(2g) ・・・（９）

空気流出入量のマスバランス式は

(V1×0+V3×(S1+S2)+V5×S4)×3600=(V2×0+V4×S3+V6×S5)×3600

左辺と右辺の差を「Y」とすると

Y＝(V1×0+V3×(S1+S2)+V5×S4)×3600-(V2×0+V4×S3+V6×S5)×3600

Ｖ１，Ｖ２，Ｖ３，Ｖ４，Ｖ５は（５），（６），（７），（８），（９）式により、Ｐの関数なので、「Y」がゼロになるようにＰの値を調整する

V0 C1 C2 C3 C4 ζ ρ

(m/s) (kg/m3)
1.03 0.80 -0.50 0.10 -0.50 1.00 1.20

S1 S2 S3 S4 S5

(m
2
) (m

2
) (m

2
) (m

2
) (m

2
)

2.075 0.000 3.500 4.150 0.500

P1 P2 P3 P4 P5 P

(Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa)

0.051459 -0.03216 0.006432 -0.03216 0 -0.01474

V1 V2 V3 V4 V5 V6

(m/s) (m/s) (m/s) (m/s) (m/s) (m/s)

1.04 0.53 0.59 0.53 0.49 2.78

IN OUT IN OUT IN OUT(排気)

※ＩＮ    ：流入

 　ＯＵＴ：流出

排気ファン風量 5,000 m
3
/h

漏洩率 6,722 m3/h

0.00

ＯＫ

Y

(m3/h)
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参考3 ２号機ﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙ隙間の漏洩率評価

週ごとの漏洩量評価（一例）

漏洩量合計

16方位毎の平均風速から漏洩率を前頁のように評価する。

2月22日 2月23日 2月24日 2月25日 2月26日 2月27日 2月28日

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

西風 0.6 1.7 3,243 0.7 1.7 4,578 1.1 4.2 7,508 0.7 0.8 4,140 0.6 1.8 3,834 0.7 1.0 4,462 0.9 2.3 5,853

西北西風 1.0 1.8 7,808 1.3 2.2 10,635 1.4 4.7 11,416 1.0 2.3 7,903 1.2 1.8 9,704 1.1 7.5 8,250 0.9 2.0 6,648

北西風 1.2 4.8 8,957 1.4 1.3 10,448 1.8 3.0 13,828 1.5 3.5 11,448 1.2 7.0 9,342 1.4 3.3 10,795 1.4 1.3 10,340

北北西風 1.3 1.5 8,892 1.8 0.3 12,638 1.9 2.7 14,103 1.7 2.3 11,829 1.5 2.8 10,516 1.1 0.2 7,342 1.0 0.7 6,722

北風 1.8 0.3 10,214 1.7 0.3 9,443 1.9 1.5 11,154 2.0 1.0 11,495 2.7 2.0 16,979 0.0 0.0 0 1.9 0.2 10,983

北北東風 0.0 0.0 0 0.9 0.2 4,262 1.6 0.3 7,765 2.9 1.3 14,654 3.6 6.2 18,737 0.0 0.0 0 2.8 2.3 14,465

北東風 2.6 2.0 16,897 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 3.0 1.0 19,706 3.8 0.7 26,465 1.8 0.2 10,203 2.7 3.2 17,651

東北東風 2.5 1.0 21,914 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 3.0 0.8 27,133 0.0 0.0 0 2.0 1.3 16,568 2.0 2.2 17,048

東風 1.8 1.0 14,526 0.9 0.3 5,118 0.0 0.0 0 2.1 0.3 17,855 0.0 0.0 0 1.7 0.8 13,438 1.4 0.8 10,055

東南東風 1.7 1.0 13,598 2.1 2.2 18,518 0.0 0.0 0 2.3 0.5 20,502 0.0 0.0 0 2.0 2.2 16,640 1.2 0.8 8,202

南東風 1.9 1.7 11,038 2.3 3.5 14,080 1.6 0.2 8,524 2.7 1.5 17,651 0.0 0.0 0 2.3 3.7 14,730 1.5 1.3 7,856

南南東風 2.3 1.0 11,923 2.6 1.3 13,399 3.7 1.2 18,910 3.1 2.2 15,730 0.0 0.0 0 1.2 0.5 5,890 0.0 0.0 0

南風 2.0 1.3 11,463 1.5 1.7 8,207 7.0 2.8 49,517 2.7 2.0 17,107 0.0 0.0 0 1.4 0.3 7,120 1.4 0.3 6,731

南南西風 1.6 0.3 11,423 1.2 0.5 8,437 6.3 0.5 48,857 2.3 1.7 17,074 0.0 0.0 0 1.1 0.3 7,342 1.3 1.0 9,255

南西風 0.7 0.2 4,486 1.0 0.3 6,732 1.6 1.0 12,106 0.6 0.2 3,557 0.0 0.0 0 0.8 0.2 5,394 0.9 2.7 6,510

西南西風 0.6 0.8 3,897 0.7 1.2 5,263 1.6 0.7 12,820 0.8 0.7 5,565 0.0 0.0 0 0.8 0.7 5,798 1.0 1.8 7,974

漏洩日量
　(m3)

216,998 187,926 391,827 306,642 287,158 241,127 242,805

評価期間 2/1 ～ 2/7 2/8 ～ 2/14 2/15 ～ 2/21 2/22 ～ 2/28 漏洩量合計(m3) 評価対象期間(h) 漏洩率(m3/h)

週間漏洩量
(m3)

9,412,014 672 14,006

端数処理をしているため記載の数値による計算が一致しない場合がある。

2,837,111 2,590,706 1,874,4832,109,714
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参考4 ３号機原子炉建屋機器ﾊｯﾁの漏洩率評価

評価方法
空気漏洩量は外部風速、建屋内外圧差、隙間面積などから計算で求める。

計算例

2月28日 北北西 1.0m/s

V0：外気風速（m/s）

V1：建屋流出入風速（m/s）

V2：建屋流出入風速（m/s）

V3：建屋流出入風速（m/s）

V4：建屋流出入風速（m/s）

V5：建屋流出入風速（m/s）

V6：建屋流出入風速（m/s）

P1：上流側圧力（北）（Pa）

P2：下流側圧力（南）（Pa）

P3：上流側圧力（西）（Pa）

P4：下流側圧力（東）（Pa）

P5：上面部圧力（Pa）

P6：T/B内圧力（0Pa）

P：建屋内圧力（Pa）

S1：R/B大物搬入口面積（m2）

S2：R/B非常用扉開口面積（m2）

S3：R/B二重扉開口面積（m
2
）

S4：機器ハッチ隙間面積（m2）

ρ：空気密度（kg/m3）
C1：風圧係数(北)

C2：風圧係数(南)

C3：風圧係数(西)

C4：風圧係数(東)

C5：風圧係数(上面部)

ζ：形状抵抗係数

↓ ↑ ↓

  →→

↑

↑
V0

P

原子炉建屋
（平面図）

V6
(P6=0)

S3

P1
P2

P4
V4

V3
P3

(二重扉)

P5

原子炉建屋
（立面図）

S4

V5

機器
ハッチ

(大物搬入口”閉”)

V1
V2

(非常用扉”閉”)

S2
(非常用扉”閉”)

北

S3
(二重扉)

S1
(大物搬入口”閉”)

V6
(P6=0)
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参考4 ３号機原子炉建屋機器ﾊｯﾁの漏洩率評価
風速をVとすると、上流側、下流側の圧力は次のとおりとなる。

上流側（北）：P1=C1×ρ×V0^2/(2g) ・・・（１）

下流側（南）：P2=C2×ρ×V0^2/(2g) ・・・（２）

上流側（西）：P3=C3×ρ×V0^2/(2g) ・・・（３）

下流側（東）：P4=C4×ρ×V0^2/(2g) ・・・（４）

上面部　　  ：P5=C5×ρ×V0^2/(2g) ・・・（５）

内圧をP、隙間部の抵抗係数をζとすると

P1-P=ζ×ρ×V1^2/(2g) ・・・（６）

P-P2=ζ×ρ×V2^2/(2g) ・・・（７）

P3-P=ζ×ρ×V3^2/(2g) ・・・（８）

P-P4=ζ×ρ×V4^2/(2g) ・・・（９）

P-P5=ζ×ρ×V5^2/(2g) ・・・（10）

P6-P=ζ×ρ×V6^2/(2g) ・・・（11）

空気流出入量のマスバランス式は

(V1×0+V3×(S1+S2)+V6×S3)×3600=(V2×0+V4×0+V5×S4)×3600

左辺と右辺の差を「Y」とすると

Y＝(V1×0+V3×(S1+S2)+V6×S3)×3600-(V2×0+V4×0+V5×S4)×3600

Ｖ１～Ｖ６は（６）～（11）式により、Ｐの関数なので、「Y」がゼロになるように

Ｐの値を調整する

V0 C1 C2 C3 C4 C5 ζ ρ

(m/s) (kg/m3)
1.03 0.80 -0.50 0.10 -0.50 -0.40 2.00 1.20

S1 S2 S3 S4

(m2) (m2) (m2) (m2)
0.00 0.00 6.05 1.01

P1 P2 P3 P4 P5 P6 P

(Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa)

0.051459 -0.03216 0.006432 -0.03216 -0.02573 0 -0.0007

V1 V2 V3 V4 V5 V6

(m/s) (m/s) (m/s) (m/s) (m/s) (m/s)

0.65 0.51 0.24 0.51 0.45 0.08

IN OUT IN OUT OUT IN

※ＩＮ    ：流入

 　ＯＵＴ：流出

漏洩率 1,644 m3/h

ＯＫ

Y

(m3/h)
0.00
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参考4 ３号機原子炉建屋機器ﾊｯﾁの漏洩率評価

週ごとの漏洩量評価（一例）

漏洩量合計

16方位毎の平均風速から漏洩率を前頁のように評価する。

2月22日 2月23日 2月24日 2月25日 2月26日 2月27日 2月28日

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

西風 0.6 1.7 930 0.7 1.7 1,171 1.1 4.2 1,726 0.7 0.8 1,091 0.6 1.8 1,035 0.7 1.0 1,149 0.9 2.3 1,409

西北西風 1.0 1.8 1,633 1.3 2.2 2,134 1.4 4.7 2,274 1.0 2.3 1,650 1.2 1.8 1,968 1.1 7.5 1,711 0.9 2.0 1,430

北西風 1.2 4.8 1,930 1.4 1.3 2,205 1.8 3.0 2,833 1.5 3.5 2,390 1.2 7.0 2,001 1.4 3.3 2,269 1.4 1.3 2,185

北北西風 1.3 1.5 2,067 1.8 0.3 2,807 1.9 2.7 3,097 1.7 2.3 2,646 1.5 2.8 2,387 1.1 0.2 1,764 1.0 0.7 1,644

北風 1.8 0.3 2,887 1.7 0.3 2,727 1.9 1.5 3,083 2.0 1.0 3,154 2.7 2.0 4,304 0.0 0.0 0 1.9 0.2 3,047

北北東風 0.0 0.0 0 0.9 0.2 1,443 1.6 0.3 2,486 2.9 1.3 4,571 3.6 6.2 5,813 0.0 0.0 0 2.8 2.3 4,514

北東風 2.6 2.0 4,183 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 3.0 1.0 4,731 3.8 0.7 6,054 1.8 0.2 2,887 2.7 3.2 4,330

東北東風 2.5 1.0 3,956 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 3.0 0.8 4,747 0.0 0.0 0 2.0 1.3 3,148 2.0 2.2 3,220

東風 1.8 1.0 2,860 0.9 0.3 1,443 0.0 0.0 0 2.1 0.3 3,368 0.0 0.0 0 1.7 0.8 2,694 1.4 0.8 2,181

東南東風 1.7 1.0 2,700 2.1 2.2 3,442 0.0 0.0 0 2.3 0.5 3,742 0.0 0.0 0 2.0 2.2 3,158 1.2 0.8 1,893

南東風 1.9 1.7 3,047 2.3 3.5 3,635 1.6 0.2 2,566 2.7 1.5 4,330 0.0 0.0 0 2.3 3.7 3,762 1.5 1.3 2,386

南南東風 2.3 1.0 3,742 2.6 1.3 4,190 3.7 1.2 5,865 3.1 2.2 4,898 0.0 0.0 0 1.2 0.5 1,925 0.0 0.0 0

南風 2.0 1.3 3,148 1.5 1.7 2,470 7.0 2.8 11,170 2.7 2.0 4,330 0.0 0.0 0 1.4 0.3 2,245 1.4 0.3 2,165

南南西風 1.6 0.3 2,566 1.2 0.5 1,978 6.3 0.5 10,051 2.3 1.7 3,689 0.0 0.0 0 1.1 0.3 1,764 1.3 1.0 2,138

南西風 0.7 0.2 1,123 1.0 0.3 1,524 1.6 1.0 2,513 0.6 0.2 962 0.0 0.0 0 0.8 0.2 1,283 0.9 2.7 1,484

西南西風 0.6 0.8 962 0.7 1.2 1,191 1.6 0.7 2,526 0.8 0.7 1,243 0.0 0.0 0 0.8 0.7 1,283 1.0 1.8 1,662

漏洩日量
　(m3)

50,681 44,854 88,158 73,135 74,766 52,766 58,326

評価期間 2/1 ～ 2/7 2/8 ～ 2/14 2/15 ～ 2/21 2/22 ～ 2/28 漏洩量合計(m3) 評価対象期間(h) 漏洩率(m3/h)

週間漏洩量
(m3)

2,078,091 672 3,092

端数処理をしているため記載の数値による計算が一致しない場合がある。

466,930 613,842 554,633 442,686
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参考5 ４号機燃料取出し用カバーの漏洩率評価

評価方法
空気漏洩量は外部風速、建屋内外圧差、隙間面積などから計算で求める。

計算例

2月28日 北北西 1.0m/s

V0：外気風速（m/s）

V1：カバー内流出入風速（m/s）

V2：カバー内流出入風速（m/s）

V3：カバー内流出入風速（m/s）

V4：カバー内流出入風速（m/s）

V5：カバー内流出入風速（m/s）

P：カバー内圧力（Pa）

→   → P1：上流側圧力（北風）（Pa）

P2：下流側圧力（北風）（Pa）

P3：上流側圧力（西風）（Pa）

P4：下流側圧力（西風）（Pa）

P5：R/B内圧力（0Pa）

S1：カバー隙間面積（m2）

S2：カバー隙間面積（m3）

S3：カバー隙間面積（m4）

S4：カバー隙間面積（m5）

S5：建屋床損傷部隙間面積（m2）

ρ：空気密度（kg/m3）
C1：風圧係数(北風上側)

C2：風圧係数(北風下側)

C3：風圧係数(西風上側)

C4：風圧係数(西風下側)

ζ：形状抵抗係数

↑

↑

↑
V0

原子炉建屋

P1 P2

P4

V3

P5=0
原子炉建屋

V1 V2

S5

北

(建屋床損傷部)

P
カバー

P
カバー

建屋損傷部から
カバー内への流出入

V5

S2

S3

S1

S4

V4

P3

(送風気) (排風気)
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参考5 ４号機燃料取出し用カバーの漏洩率評価
風速をVとすると、上流側、下流側の圧力は次のとおりとなる。

上流側（北風）：P1=C1×ρ×V0^2/(2g) ・・・（１）

下流側（北風）：P2=C2×ρ×V0^2/(2g) ・・・（２）

上流側（西風）：P3=C3×ρ×V0^2/(2g) ・・・（３）

下流側（西風）：P4=C4×ρ×V0^2/(2g) ・・・（４）

内圧をP、隙間部の抵抗係数をζとすると

P1-P=ζ×ρ×V1^2/(2g) ・・・（５）

P-P2=ζ×ρ×V2^2/(2g) ・・・（６）

P3-P=ζ×ρ×V3^2/(2g) ・・・（７）

P-P4=ζ×ρ×V4^2/(2g) ・・・（８）

P5-P=ζ×ρ×V5^2/(2g) ・・・（９）

空気流出入量のマスバランス式は

(V1×S1+V3×S4+V5×S5)×3600=(V2×S3+V4×S2)×3600

左辺と右辺の差を「Y」とすると

Y＝(V1×S1+V3×S4+V5×S5)×3600-(V2×S3+V4×S2)×3600

Ｖ１，Ｖ２，Ｖ３，Ｖ４，Ｖ５は（５），（６），（７），（８），（９）式により、Ｐの関数なので、「Y」がゼロになるように

Ｐの値を調整する

V0 C1 C2 C3 C4 ζ ρ

(m/s) (kg/m3)
1.03 0.80 -0.50 0.10 -0.50 2.00 1.20

S1 S2 S3 S4 S5

(m2) (m2) (m2) (m2) (m2)
0.44 0.81 0.46 0.81 4.00

P1 P2 P3 P4 P5 P

(Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa) (Pa)

0.051459 -0.03216 0.006432 -0.03216 0 -0.00022

V1 V2 V3 V4 V5

(m/s) (m/s) (m/s) (m/s) (m/s)

0.65 0.51 0.23 0.51 0.04

IN OUT IN OUT IN

※ＩＮ    ：流入

 　ＯＵＴ：流出

漏洩率 2,320 m3/h

ＯＫ

Y

(m3/h)
0.00
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参考5 ４号機燃料取出し用カバーの漏洩率評価

週ごとの漏洩量評価（一例）

漏洩量合計

16方位毎の平均風速から漏洩率を前頁のように評価する。

2月22日 2月23日 2月24日 2月25日 2月26日 2月27日 2月28日

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

風速
(m/s)

時間
(hr)

漏洩率
(m3/h)

西風 0.6 1.7 1,576 0.7 1.7 1,984 1.1 4.2 2,924 0.7 0.8 1,848 0.6 1.8 1,754 0.7 1.0 1,948 0.9 2.3 2,388

西北西風 1.0 1.8 2,313 1.3 2.2 3,023 1.4 4.7 3,221 1.0 2.3 2,336 1.2 1.8 2,788 1.1 7.5 2,423 0.9 2.0 2,025

北西風 1.2 4.8 2,733 1.4 1.3 3,123 1.8 3.0 4,012 1.5 3.5 3,385 1.2 7.0 2,834 1.4 3.3 3,214 1.4 1.3 3,094

北北西風 1.3 1.5 2,918 1.8 0.3 3,962 1.9 2.7 4,372 1.7 2.3 3,735 1.5 2.8 3,369 1.1 0.2 2,490 1.0 0.7 2,320

北風 1.8 0.3 5,659 1.7 0.3 5,345 1.9 1.5 6,043 2.0 1.0 6,183 2.7 2.0 8,436 0.0 0.0 0 1.9 0.2 5,974

北北東風 0.0 0.0 0 0.9 0.2 2,037 1.6 0.3 3,509 2.9 1.3 6,452 3.6 6.2 8,205 0.0 0.0 0 2.8 2.3 6,371

北東風 2.6 2.0 5,924 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 3.0 1.0 6,700 3.8 0.7 8,574 1.8 0.2 4,088 2.7 3.2 6,132

東北東風 2.5 1.0 5,603 0.0 0.0 0 0.0 0.0 0 3.0 0.8 6,723 0.0 0.0 0 2.0 1.3 4,458 2.0 2.2 4,560

東風 1.8 1.0 4,847 0.9 0.3 2,446 0.0 0.0 0 2.1 0.3 5,707 0.0 0.0 0 1.7 0.8 4,566 1.4 0.8 3,696

東南東風 1.7 1.0 3,778 2.1 2.2 4,817 0.0 0.0 0 2.3 0.5 5,237 0.0 0.0 0 2.0 2.2 4,420 1.2 0.8 2,649

南東風 1.9 1.7 4,264 2.3 3.5 5,087 1.6 0.2 3,591 2.7 1.5 6,060 0.0 0.0 0 2.3 3.7 5,264 1.5 1.3 3,339

南南東風 2.3 1.0 5,223 2.6 1.3 5,848 3.7 1.2 8,186 3.1 2.2 6,835 0.0 0.0 0 1.2 0.5 2,686 0.0 0.0 0

南風 2.0 1.3 6,142 1.5 1.7 4,820 7.0 2.8 21,797 2.7 2.0 8,450 0.0 0.0 0 1.4 0.3 4,381 1.4 0.3 4,225

南南西風 1.6 0.3 3,581 1.2 0.5 2,761 6.3 0.5 14,027 2.3 1.7 5,148 0.0 0.0 0 1.1 0.3 2,462 1.3 1.0 2,984

南西風 0.7 0.2 1,571 1.0 0.3 2,132 1.6 1.0 3,516 0.6 0.2 1,347 0.0 0.0 0 0.8 0.2 1,796 0.9 2.7 2,076

西南西風 0.6 0.8 1,347 0.7 1.2 1,667 1.6 0.7 3,535 0.8 0.7 1,740 0.0 0.0 0 0.8 0.7 1,796 1.0 1.8 2,326

漏洩日量
　(m3)

75,514 66,386 145,937 109,929 110,892 75,676 84,388

評価期間 2/1 ～ 2/7 2/8 ～ 2/14 2/15 ～ 2/21 2/22 ～ 2/28 漏洩量合計(m3) 評価対象期間(h) 漏洩率(m3/h)

週間漏洩量
(m3)

3,097,818 672 4,610

端数処理をしているため記載の数値による計算が一致しない場合がある。

698,159 919,118 811,820 668,722

参考６ モニタリングポスト及び敷地境界ダストモニタのトレンド
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低いレベルで安定。

大きな上昇はなく、低濃度で安定。


